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2015年06月26日 最近の指標から見る米国経済（2015年6月）  
2015年06月18日 米国の金融政策(2015年6月） 

（No.2,201）〈マーケットレポートNo.4,280〉 

1

2

3

4

5

08/1 09/1 10/1 11/1 12/1 13/1 14/1 15/1

【平均賃金の伸びと10年国債利回り】

平均賃金の伸び（前年同月比）
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【米国の非農業部門雇用者数と失業率】

非農業部門雇用者数（前月比、左軸）
同上3カ月移動平均（左軸）
失業率（右軸）

2015年7月3日 

■6月の非農業部門雇用者数は前月比22.3万人の
増加となりました。市場予想（ブルームバーグ集
計）の同23.3万人増をやや下回る結果となりまし
たが、月平均20万人超の雇用増加ペースを維持
しました。 

■一方、6月の失業率は5.3％と、5月の5.5％から
0.2％ポイント改善しました。労働参加率が62.6％
と、1970年代後半の水準まで低下したことを踏ま
えると、職探しを断念する労働者が増えたことが
失業率低下の要因と考えられます。 

雇用は増加基調を維持、賃金は前月比横這い 
米国の雇用統計（2015年6月） 

■非農業部門雇用者数のうち民間部門は前月比
22.3万人の増加でした。このうちサービス部門が
同22.2万人増と、引き続き雇用の拡大をけん引し
ています。なかでも個人消費の拡大を背景とす
る小売業の雇用増加が目立ちました。 

■時間あたり賃金は前月比横ばいとなり、前月の
同＋0.2％（速報値は同＋0.3％）から伸びが縮小
しました。前年比でも＋ 2.0％と、前月の同
＋2.3％から鈍化しています。賃金上昇率は引き
続き低い水準にとどまっています。 

■雇用増加数は2015年1-3月期の月平均19.5万人
増から4-6月期の同22.1万人へと加速しました。6
月の失業率は2008年3月以来の低い水準であり、
労働需給は引き続き改善したと考えられます。た
だ6月の賃金の前月比伸び率が横這いにとど
まったことから、早期の利上げ期待が後退し、米
国債利回りは低下しました。 

サービス部門の雇用が好調 
賃金上昇率は前月比横ばい 

金融市場は雇用や物価関連の指標に左右されやすい展開を予想 

■米連邦準備制度理事会（FRB）は利上げの条件
として、雇用の更なる改善と物価上昇の合理的
な確信を挙げています。エコノミストの間では、6
月の雇用統計公表後も、9月利上げ説が大勢を
占めているようです。金融市場は利上げ時期を
にらみ、引き続き雇用や物価関連の指標に左右
されやすい展開が予想されます。 

（注）データの期間は2012年1月～2015年6月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

（注）データの期間は2008年1月～2015年6月（月次）。10年国債利回りは 
       月中平均値。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

雇用者数は22.3万人増 
失業率は5.3％に低下 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1246499_1951.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1246260_1951.html
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